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「選択する（選ぶ）」ということ～年頭に思う～ 

                                   校長  長 澤  誠 

保護者の皆様、地域の皆様、明けましておめでとうございます。２週間の冬休みでしたがどのよ

うに過ごされたでしょうか。年末・年始の雰囲気や諸行事を楽しんだご家庭も多かったのではない

でしょうか。 
今年の干支は｢午（うま）｣です。午には馬から連想される「スピード」「行動

力」「社交性」「勢いや力強さ」などの意味があります。また、「午」は南の方角

や太陽が 1 番高く昇る正午を象徴する十二支でもあるため、「火の気」や「勢い

や運気が最高潮に達している状態」を表しているとされています。新しい年が

皆様方にとって健康でよい年になりますことをお祈り申し上げます。｢一年の計

は元旦にあり｣といわれるように、自分の目標をしっかりともって、新しい年の

スタートを切ってほしいと思います。 
世界的に AI（人工知能）の開発や活用が進んでいるところですが、私たちの脳はコンピュータ以

上に優れています。例えば、信号のない道路の横断をするときに、左右の自動車の状況を見て「これ

なら渡れる」とか「あの車が通りすぎるまで待つ」などを瞬時に判断・選択し実行に移します。脳の

判断とそれに伴う人間の動きを AI 搭載のロボットで行うにはまだまだ時間を要します。 
脳の働きを用いて、私たちは無意識のうちに日々多くの選択をしています。朝目覚めて起きると

き、「あと５分寝ているか？」「すぐ起きるのか？」を選びますね。お風呂に入るとき、「今見ている

テレビを見終わってから入るか？」「お湯が冷めるからすぐに入るか？」を選びますね。「宿題やりな

さい！」と言われたら「すぐに始めるか？」「ゲームをしてから始めるか？」を選びますね。このよ

うに些細な選択ですが、これを常に連続で行っているのが私たちの生活なのです。 
生活の質を向上するには、この小さな選択を常に適切に行う判断力と実行力、そしてそれを継続

させることがポイントです。選択を誤ると後悔したり、修正したり、迷惑をかけたりするからです。

ほんの些細な誤りが、大きなトラブルに発展することもあります。様々なトラブルや犯罪などは、こ

の小さな選択の誤りが連続して起きた結果として生じるのかもしれません。 
では、選択を誤らない秘訣は？と訊かれたらどう答えますか？これといった正解はありませんが、

私の場合は「こっちの方が自分にとって面倒だ。この後、つらいかもしれない。」と思われる方を選

ぶように心がけています。簡単な方、楽な方を選びたい思いは誰でも同じでしょうが、どこかでその

穴埋めをすることが生じることでしょう。それならば、初めから難しい方を敢えて選び、ある程度の

覚悟を持って取り組む方が得策なことが多いです。 
「適切に選択する（選ぶ）」ためには、失敗を繰り返し、試行錯誤することが欠かせません。その

経験が自分の引きだしになり、選択材料になります。「子供たちの失敗や試行錯誤は、その子の成長

過程である」と考え、一人一人の成長を支援したいと考えます。今年も新宿小の子供たちと、たくさ

ん失敗しながら活動したいなと年頭に感じました。どうぞよろしくお願いいたします。 
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